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	氷見市のまち・ひと・しごとを創成する「氷見市まち・ひと・しごと総合戦略」を実効的なものとし、持続可能な社会システムを形成するには、企業・NPO・大学・行政など、多様な主体の強みと自発性を機能させ、その共創をいかに生み出していくかが求められます。
	また、社会（ソーシャル）とは「つながりのネットワーク」であり、“社会”課題の解決へと前進するには、多様な主体（企業・NPO・市民団体・大学・行政…）の「つながりのネットワーク」をより効果的に機能させる仕組みづくりが必要です。そして、こういった「つながりのネットワーク」を機能させるには、多様な主体の自発性と共感の連鎖を生み出していくことが大切で、その基盤となる対話と場づくりを行いながら、共創が続く状況をつくることがポイントとなります。
	氷見市「総合戦略」においても、「つながりのネットワーク」をより効果的に機能させること、また、より重層的な「つながりのネットワーク」を形成することで、多様な主体が氷見市で活躍する基盤を構築することがポイントになります。
	その1つのきっかけとして、氷見市は慶應義塾大学SFC研究所「社会イノベーション・ラボ」と協働で、市役所内に多様な主体がコラボレーションを行う「社会イノベーション研究室」の設置を推進します。その場を活かしながら、企業や団体等の参画・協力も呼びかけ、氷見市での社会課題の解決や価値共創を促進させる仕組みづくりの共同研究を行います。この共同研究のプロセスは、様々な企業や地域団体、市民の皆さんなどとの対話を繰り返しながら推進していきます。その結果として、氷見市の未来を共創する「総合戦略」の構築と推進に挑戦を...

